
 

 

新世代マスクの提案 
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 コロナウイルス流行によるマスク着用が、幼児期の子どもたちの言語発達への弊害を引き起

こしているという現状を背景に、幼児教育現場において、幼児・保育者双方へのメリットを考

えた、透明マスクの設計を行った。現在、マスク着用は個人の判断に委ねられることになった

ものの、感染拡大防止などの観点から、保育・幼児教育現場でのマスク着用のニーズは高い。

このことから、今回の設計図をもとに、企業や保育現場の意見を取り入れながら、実際に商品

化し、この問題を改善していく必要がある。
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Ⅰ．はじめに（探究の経緯、仮説等を述べる）

 2021年 1月、日本国内で初めて新型コロナウ

イルス感染者が確認された。それ以降、「三

密」「ソーシャルディスタンス」「不要不急の

外出禁止」など、様々な感染対策が行われてき

た。その中でも特に大きな日常生活の変化とし

てマスクの着用が挙げられる。（令和 5年 3月

15日以降については着用が個人の判断とされて

いる）マスク着用による影響はすべての年代に

共通して、「声が聞こえにくい」「表情が読み

取りづらい」などが挙げられることが先行研究

より判明した。これはコミュニケーションをす

る上で、表情や音声の知覚への影響が心配され

る。実際に、他の世代の乳幼児期の言語機能・

認知機能と比べ、現在は著しく数値が低下して

いるという先行研究も見られている。しかし、

私たちは幼児を対象にするのではなく、幼児教

育現場で先生として働く、保育園・幼稚園の先

生に的を絞って、探究活動を進めて行くことと

なった。そして、このコミュニケーションの弊

害、乳幼児の言語機能「新世代マスク」と題し

た、幼児教育現場で使用するための透明マスク

の設計図を制作する。 

 

Ⅱ．調査方法 

1,透明マスク制作会社へのインタビュー 

方法：zoomによるオンライン形式 

フクビ化学工業 様 

ⅰ）透明マスクの現在の状況について 

・透明マスクは当初、耳の聞こえないろう者と

のコミュニケーションを取りやすくするために

制作された。また、コロナ禍において、幼児の

発育上の懸念が重要視され、幼児教育現場での

需要が高まってきた。 

ⅱ）フクビ化学工業のコミュニケーションマス

クについて 

・透明マスクは完全プラスチック素材であるた

めに、ピタッとした形状のものは呼吸すること

が難しく、感染対策上も難点がある。そのため、

隙間を口元とマスクの間に作ることで、長時間

着用したままでいられるような工夫を施した。 

・感染対策について、フクビ化学工業のシュミ

レーションによると、フェイスシールドやマウ

スシールドのような場合は、着用していても飛

沫の量を抑えることはできず、感染対策には向

かないことが判明した。一方、コミュニケーシ

ョンマスクの場合は口元全体を覆っているため、

ある程度に飛沫量を抑えることが可能であるこ

とがわかった。このシュミレーション結果は図

１のようになっている。 

・透明マスクの制作時には、口元全体を覆う形

のものを制作することが感染防止に有用である。 

 

 

図１ 

 

 

2,幼児教育現場へのインタビュー 

方法：google form 

対象：仙台市内の幼稚園・保育園 5園 

 

①マスクを着用することになってから感じた園

児の変化 



 

・表情の読み取りが難しいため声がけが伝わら

ない。 

・年齢が低いほど、コロナ禍前と比べて表情読

み取り能力が低下している気がする。 

・大事な話をしていても、響いていない、伝わ

っていないように感じる事がある。 

 

②コロナ禍になってから感じるようになった教

育をする上での不便な点 

・読み聞かせ 

・歌の指導 

・食事で口元を見せることができないこと 

・歌ったり、踊ったりする際の息苦しさ 

・発音の指導 

・口元を見せなければならないときは口パクで

伝える。 

・子どもたちだけでなく、保護者間、教員間で

のコミュニケーションが難しい。 

 

③透明マスクの使用状況について 

Q.現在、園では透明マスクを使用しているか 

 

図 2 幼稚園での透明マスク使用状況 

 

・着用しているのは 40％、着用していないと答

えたのは 60％で、幼稚園内での取り組みとして

は重要視されていないのかもしれないという印

象を受けた。 

 

○透明マスクを使用するようになった経緯 

・感染症対策としてのマスク着用を引き続きし

ていきながら、保育者の表情を見せることが重

要だから。 

 

○透明マスクを使用しない理由 

・簡単に入手できない 

・感染予防効果が低い 

・耳や皮膚が痛くなりやすい 

・通常の不織布マスクで対応できる 

 

 

 

Q.表情や口元の動きを園児に見せることは、幼

児教育をする上で必要であると思うか。 

 

 

 

図 3 顔の動きを園児に見せることは必要か 

 

・回答した全ての園が、幼児教育において、マ

スクで隠れてしまう部分、つまり顔の表情や口

元の動きなどっを見せることが必要であると考

えていることがわかる。 

 

 

④透明マスクを制作する際の要望・意見 

・不織布マスクを同程度の感染防止能力 

・曇らない素材 

・耳が痛くならない 

・再利用できる 

 

Ⅲ．探求内容 

インタビューやアンケートの結果からわかるよ

うに、透明マスクの普及状況はいまひとつで、

かつ、従来のマスクに比べて感染防止能力が低

いため、幼稚園等での着用は保護者らの不安を

仰ぎかねない。また、透明マスクのデザインに

関して、口元が見えるため恥ずかしいという意

見や、不織布マスクに比べて通気性がかなり悪

くなるので口元が曇って嫌な印象を与えるかも

しれないといった意見が得られた。したがっ

て、読み聞かせ時など短時間の使用を意図した

透明マスクを制作するのが良いと考えた。した

がって、子ども受けの良いキャラクターやイラ

ストのデザインを模した、顔にフィットしやす

く、耳の痛くなりにくい平ゴム素材でできた透

明マスクの設計図を完成させた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 設計図 

 

 

 

Ⅳ）考察 

冒頭でも述べたように、保育者がマスクをつけ

ているがために、感情認知能力や言語能力の低

下が見られるという問題は、今後の生活におい

ても重大な影響をもたらすであろうと容易に想

像できる。そのため、子どもたちと接する場面

だけでも、感染予防をしながら、表情を見せて

教育を行うことができるように、透明マスクと

いう形で私たちは解決案を提示した。この透明

マスクの原型は、インタビューを行ったフクビ

化学工業のコミュニケーションマスクで、そこ

に加えて、アンケートで得られたニーズに対応

しながら考えたものだ。しかし、これは未だ設

計図に過ぎない。設計図を立案しても、私たち

高校生が生産することはできないので、企業な

どの協力が必要である。個人的に、このマスク

が幼稚園等で受け入れられていくためには、マ

スク着用が個人の判断になった今でも、感染防

止能力と使いやすさを評価してもらえるような

要素が必要ではないかと考えている。 

 

Ⅴ．まとめ 

今回は、円滑なコミュニケーションをするため

の前段階として、幼児が保育者や同年代の友人

とより良い関係を築くことができるよう、保育

者である幼稚園等の先生に着目して探究活動を

進めてきた。幼児の感情認知能力、言語能力の

低下を改善することに関して、保育者が透明マ

スクをつけるということは解決の一歩にはなる

が、それ

だけでは

到底及ば

ない。し

たがって、これからは、まずこの立案した透明

マスクの普及と、それを用いた様々な教育活動

を通してこの状況を改善していくことが重要で

あると思う。また、コロナ禍の私たちも転換期

を迎え、現在はさまざまな制約が解除されてき

ているという現状から、脱マスク化による幼児

の認知機能の変化、脱マスクとなったあとに生

まれた子どもたちとの変化の比較など今後も探

究を進めていく余地があるに違いない。 
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